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新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　
転
勤
や
進
学
進
級
・
入

学
入
園
と
生
活
ス
タ
イ
ル

の
変
化
の
時
を
迎
え
て
落

ち
着
か
な
い
日
々
を
お
過

ご
し
か
と
拝
察
い
た
し
ま

す
。

　
長
期
化
し
て
い
る
コ
ロ

ナ
禍
は
、
私
た
ち
に
何
を

遺の
こ

し
伝
え
よ
う
と
し
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
？　
混

乱
が
続
く
社
会
情
勢
の
中

で
人
間
ら
し
い
生
活
を
営

む
た
め
に
、
私
た
ち
の
選
択
肢

は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
よ
う

に
思
い
ま
す
。

　
生
き
る
た
め
の
「
命
の
源
」

は
老
若
男
女
を
問
わ
ず
「
食
べ

る
こ
と
」
で
す
。「
い
た
だ
き
ま

す
」か
ら
始
ま
り「
ご
ち
そ
う
さ

ま
」
に
込
め
ら
れ
た
感
謝
の
思

い
を
私
た
ち
は
言
葉
に
し
て
伝

え
考
え
て
い
る
で
し
ょ
う
か
？

　
自
然
風
土
と
闘
い
な
が
ら
農

業
や
漁
業
に
従
事
さ
れ
て

い
る
方
々
の
お
か
げ
で
私

た
ち
の
食
卓
は
潤
い
、
身

体
の
栄
養
を
保
ち
日
々
の

生
活
活
動
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。
肉
や
野
菜
や
魚

に
も
命
が
あ
り
、
そ
の
命

を
頂
い
て
私
た
ち
は
生
き

て
い
ま
す
。

　
食
べ
物
を
口
に
で
き
る

こ
と
は
当
た
り
前
の
こ
と

で
は
な
く
、
ど
こ
か
で
誰

か
が
努
力
し
て
働
い
て
い

る
お
か
げ
―
―
心
身
の
健

康
を
考
え
て
食
べ
る
こ
と
を
重

視
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
？

社会変化と私たちの生活

（
一
社
）終
活
マ
イ
ラ
イ
フ

代
表
理
事

樫
木
　泰
子 ２３

　
本
種
の
防
除
薬
剤
と
し
て
、

シ
ペ
ル
メ
ト
リ
ン
水
和
剤
３
千

倍
と
ク
ロ
チ
ア
ニ
ジ
ン
水
和
剤

２
５
０
０
倍
を
選
定
し
た
。
散

布
回
数
は
２
回
、
散
布
時
期
は

７
月
中
旬
＋
下
旬
（
体
系
Ａ
）

と
７
月
下
旬
＋
８
月
上
旬
（
体

系
Ｂ
）
の
２
時
期
検
討
し
た
。

散
布
順
は
１
回
目
を
シ
ペ
ル
メ

ト
リ
ン
水
和
剤
、
２
回
目
を
ク

ロ
チ
ア
ニ
ジ
ン
水
和
剤
と
し

た
。

　
本
種
に
対
す
る
薬
剤
防
除
に

加
え
て
、
大
豆
の
重
要
害
虫
で

あ
る
マ
メ
シ
ン
ク
イ
ガ
に
対
す

る
薬
剤
防
除
（
８
月
中
旬
ク
ロ

ラ
ン
ト
ラ
ニ
リ
プ
ロ
ー
ル
水
和

剤
＋
８
月
下
旬
シ
ペ
ル
メ
ト
リ

ン
水
和
剤
）
も
組
み
合
わ
せ
た

実
証
試
験
と
し
た
。
比
較
対
照

と
し
て
、
薬
剤
防
除
し
て
い
な

い
無
散
布
区
と
マ
メ
シ
ン
ク
イ

ガ
に
対
し
て
の
み
薬
剤
防
除
し

た
慣
行
区
を
設
定
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
慣
行
区
の
被
害

葉
柄
数
、
莢さ

や

数
お
よ
び
子
実
重

は
無
散
布
区
と
ほ
ぼ
同
程
度
で

あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
７
月

中
旬
＋
下
旬
に
薬
剤
防
除
を
実

施
し
た
体
系
Ａ
は
、
８
月
下
旬

ま
で
被
害
葉
柄
数
を
無
散
布
区

の
3８
％
に
抑
制
し
た
。

　
ま
た
、
無
散
布
区
と
比
較
し

て
莢
数
は
４
１
５
個
／
平
方
㍍

と
3０
％
増
加
し
、
子
実
重
も
１

８
４
㌔
／
１０
㌃
と
２０
％
増
加
し

た
（
表
）
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

本
種
に
対
し
て
７
月
中
旬
に
シ

ペ
ル
メ
ト
リ
ン
水
和
剤
、
７
月

下
旬
に
ク
ロ
チ
ア
ニ
ジ
ン
水
和

剤
を
散
布
す
る
と
、
被
害
を
抑

制
し
、
大
豆
の
莢
数
お
よ
び
子

実
重
の
増
加
に
つ
な
が
る
。

お
わ
り
に

　
本
種
に
よ
る
被
害
は
現
在
渡

島
地
方
に
限
定
さ
れ
て
い
る

が
、
か
つ
て
は
全
道
的
に
被
害

が
生
じ
て
い
た
。

　
特
に
７
月
が
天
候
不
順
の
場

合
、
未
発
生
地
域
で
も
再
発
す

る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。

本
種
を
多
発
さ
せ
な
い
た
め
に

は
適
切
な
肥
培
管
理
・
雑
草
対

策
・
排
水
対
策
に
努
め
、
発
生

し
に
く
い
環
境
づ
く
り
が
重
要

で
あ
る
。

適切な肥培管理、除草、排水の改善

発生しにくい環境に
地
方
独
立
行
政
法
人

北
海
道
立
総
合
研
究
機
構
農
業
研
究
本
部

道
南
農
業
試
験
場
　
作
物
病
虫
グ
ル
ー
プ

主
査
（
病
虫
）

青
木
　元
彦

　
成
虫
は
体
長
１
・
５
～
２
・

５
㍉
程
度
、
脚
や
触
角
は
著
し

く
長
く
、
体
色
は
黄
色
と
黒
の

ま
だ
ら
模
様
で
あ
る
。
成
虫
は

小
葉
と
葉
柄
の
つ
な
ぎ
目
な
ど

に
産
卵
し
、
幼
虫
は
葉
柄
や
茎

の
内
部
を
食
べ
る
。
幼
虫
は
大

豆
か
ら
脱
出
す
る
と
土
中
で
ま

ゆ
を
作
り
、
蛹さ

な
ぎと
な
る
。

　
成
虫
は
７
月
下
旬
～
８
月
上

旬
と
８
月
中
旬
～
９
月
上
旬
の

２
回
発
生
す
る
。
幼
虫
は
７
月

下
旬
に
出
現
し
、
８
月
上
旬
に

ピ
ー
ク
と
な
り
、
９
月
下
旬
ま

で
発
生
す
る
。
孵ふ

化か

間
も
な
い

若
齢
幼
虫
は
７
月
下
旬
～
８
月

中
旬
と
８
月
下
旬
～
９
月
中
旬

の
２
回
確
認
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
産
卵
も
２
回
行
わ
れ
て
い

る
（
図
）
。

　

ダ
イ
ズ
ク
キ
タ
マ
バ
エ
（
以
下
、
本
種
と
省
略
）
は
、

幼
虫
が
大
豆
の
葉
柄
や
茎
の
内
部
を
食
べ
る
害
虫
で
あ

る
。
北
海
道
で
は
１
８
９
０
年
代
～
１
９
６
０
年
代
後
半

に
局
所
的
に
多
発
し
て
い
た
が
、
７０
年
代
以
降
発
生
が
激

減
し
た
。
し
か
し
、
２
０
１
６
年
以
降
、
渡
島
地
方
で
本

種
が
多
発
し
、
著
し
く
減
収
し
た
圃
場
が
確
認
さ
れ
た
。

本
稿
で
は
、
本
種
の
発
生
生
態
と
防
除
対
策
に
つ
い
て
最

新
の
成
果
を
基
に
報
告
す
る
。

生
活
史
と
被
害

写真　ダイズクキタマバエによる被害

　
被
害
は
、
７
月

下
旬
に
３
～
４
節

の
葉
柄
に
赤
褐
色

～
褐
色
の
斑
点
が

生
じ
た
り
、
小
葉

の
し
お
れ
が
生
じ

た
り
す
る
こ
と
か

ら
始
ま
る
。
９
月

上
旬
に
か
け
て
上

位
に
向
け
て
被
害

が
拡
大
し
、
落
葉

や
葉
柄
・
分
枝
の

枯
死
が
生
じ
る

（
写
真
）
。

防除体系
ダイズクキタマバエ防除1） マメシンクイガ防除1） 被害葉柄数2）/1０株

（無散布区比）
莢数/平方㍍
（無散布区比）

子実重（㌔/1０㌃）
（無散布区比）７月中旬 ７月下旬 ８月上旬 ８月中旬 ８月下旬

体系Ａ シペ クロチア － クロラン シペ 55（ 38） 415（13０） 184（12０）

体系Ｂ － シペ クロチア クロラン シペ 95（ 66） 352（11０） 16０（1０5）

慣行 － － － クロラン シペ 13０（ 91） 3０9（ 9７） 15０（ 98）

無散布 － － － － － 143（1００） 319（1００） 153（1００）

注１）シペ：シペルメトリン水和剤3０００倍、クロチア：クロチアニジン水和剤25００倍、
　　　クロラン：クロラントラニリプロール水和剤4０００倍、－：無散布
注２）被害葉柄数は８月下旬調査。被害葉柄数の無散布区比は数字が小さいほど防除効果が高い

表　大豆のダイズクキタマバエに対する薬剤防除と収量への影響（2０2０年）

図　渡島地方における大豆葉柄内のダイズクキタマバエ幼虫数の推移（2０19年)
多
発
要
因
と
耕
種
的
対
策

　
本
種
の
多
発
条
件
と
し
て
、

山
間
地
な
ど
風
通
し
が
悪
い
、

日
照
が
少
な
い
、
高
湿
度
―
―

と
い
っ
た
地
形
的
・
気
象
的
条

件
が
知
ら
れ
て
い
る
。
渡
島
地

方
の
多
発
地
域
も
川
沿
い
の
山

間
部
で
湿
度
が
高
ま
り
や
す
い

場
所
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
１６
年
以
降
、
７
月
の

積
算
日
照
時
間
が
１
５
０
時
間

以
下
、
積
算
降
水
量
が
１
０
０

㍉
以
上
と
な
る
ケ
ー
ス
が
多
か

っ
た
こ
と
か
ら
、
７
月
に
日
照

が
少
な
く
多
雨
と
な
る
と
多
発

す
る
リ
ス
ク
が
高
い
。

　
本
種
の
耕
種
的
対
策
と
し

て
、
畝
幅
を
広
く
し
て
風
通
し

を
よ
く
す
る
こ
と
、
密
播
や
過

繁
茂
を
避
け
、
除
草
を
丁
寧
に

す
る
こ
と
、
収
穫
後
の
秋
起
こ

し
―
―
が
知
ら
れ
て
い
る
。
渡

島
地
方
で
は
、
主
茎
長
が
長
い

「
ゆ
め
の
つ
る
」
が
栽
培
の
主

体
で
あ
る
た
め
、
肥
培
管
理
に

よ
っ
て
は
過
繁
茂
に
な
り
や
す

い
。

　
ま
た
、
多
発
地
域
に
お
い

て
、
雑
草
管
理
が
不
十
分
な
圃

場
や
排
水
不
良
の
圃
場
も
確
認

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
本

種
の
被
害
を
抑
制
す
る
に
は
、

適
切
な
肥
培
管
理
・
雑
草
対
策

・
排
水
対
策
を

実
施
し
て
、
圃

場
内
の
湿
度
を

下
げ
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
収
穫
後

の
秋
起
こ
し
の

実
施
は
、
越
冬

場
所
で
あ
る
土
壌
を
撹か

く

乱ら
ん

し
て

冬
季
の
生
存
率
を
下
げ
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
た
め
、
有
効
な

対
策
に
な
り
得
る
。

薬
剤
防
除
法

被害抑制し莢数・子実重が増加
７月中旬＋下旬に薬剤防除

大
豆
の
ダ
イ
ズ
ク
キ
タ
マ
バ
エ

生
活
史
と
防
除
対
策

生
活
史
と
防
除
対
策


